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 5G・6G関連動向
• 2023年の5G契約数は、政府目標である40％の普及率と5.6億の実利用者数を少し上回る見込み。
• 中国広電が2022年に第4事業者として参入、2023年は5G NRのコンテンツ放送とDXソリューションに注力する見込み。
• 中国電信と中国聯通は新たに取得した900MHz帯で農村部と遠隔地の5Gカバレッジ拡大を目指す。
• 5Gミリ波の商用時期は未定。関連設備・端末・中核チップ・モジュールは国産がメインになる。
• MNO各社は引き続き法人DXプラットフォームとクラウド事業に注力、メタバースと演算力ネットワークが主要開発分野となる見込み。
• 政府主導の6G推進グループは周波数の効率的な利用、衛星と地上通信の一体化、6GとAI技術の融合に注力する見込み。

 情報通信政策
• 2022年に、MNO各社は都市部全域の光回線化と5Gエリア化を達成。2023年は都市部の光回線の利用者数増加と
ルーラルエリアの5Gエリア拡大に注力する。ルーラルエリアではユニバーサルサービス補助を活用し、農業生産、遠隔医療、
オンライン教育で5Gを活用する見込み。

• 工業・情報化部はデータセキュリティ規制を強化し、データ廃棄を命じる可能性やデータの利益分配へ介入する可能性がある。
• 2023年以降の情報通信政策では産業用メタバースに注力する見込み。

 プラットフォームとメタバース規制
• 中国政府は2022年にプラットフォーム関連の制度を整備したが、2023年はこれを活用したプラットフォーム経済の発展を奨励する見込み。
• 2023年はメタバース分野での政府レベルの規制ガイドラインや業界の自主規制が増える見込み。
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5Gネットワーク・エリア
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• 中国電信と中国聯通は新たに取得した900MHz帯で農村部と遠隔地の5Gカバレッジ拡大を目指す
• メタバース上でのスポーツ・ゲーム・エンタメサービスの登場は5G普及を後押しする可能性がある

出所：Zaker、CNMO、CAICT、中国移動、中国電信、中国聯通、通信世界網、The Paper、C114、工業・情報化部、中国産業経済情報網、
「産業用インターネットの発展計画（2021-2023年）」、 「5G応用揚帆行動計画（2021-2023年）」など

開始時期 2019年11月（2020年11月SA大規模商用）

周波数
2.6GHz、4.9GHz

中国広電と共用：700MHz

3.40-3.50GHz 3.50-3.60GHz、900MHz 中国移動と共用：
700MHz＆2.6GHz
4.9GHz（実験用）2.1GHz 共用

3.3-3.4GHz（屋内用三社共用）
基地局数

（2022年11月末） 127万局（700MHzを含む） 117万局（共同構築・利用、うち900MHz17万局） 700MHz帯で48万局
（中国移動と共同構築・利用）

通信速度
(2022年9月末)

DL364.2Mbps
UL77.9Mbps

DL343.9Mbps
UL76.66Mbps

DL341.12Mbps
UL76.82Mbps

DL395.72Mbps
UL104.94Mbps（実測）

5Gプラン加入者
（2022年11月末） 5.95億契約 2.63億契約 2.10億契約

9月27日商用
（500万超）

2023年の
5G普及目標

①5Gの普及率が40％超、1万人ごとに18局以上の基地局でカバー、②大型工業企業の5G普及率が35％超
（2022年11月時点：5Gの実利用者数が5.42億で、対人口普及率が38.3%、1万人ごとに15.7局の5G基地局でカバー）

http://www.myzaker.com/article/63a16ecc8e9f0956d63c7ec8
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1752714070085458648&wfr=spider&for=pc
http://www.caict.ac.cn/kxyj/qwfb/qwsj/202212/P020221208623971103509.pdf
https://www.chinamobileltd.com/en/ir/operation_m.php
https://www.chinatelecom-h.com/en/ir/kpi.php
https://www.chinaunicom.com.hk/en/ir/operating.php?type=monthly
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1751929871402091122&wfr=spider&for=pc
https://www.thepaper.cn/newsDetail_forward_21146937
https://mp.weixin.qq.com/s/16MXdW27Ju5yjHv4xaCAYQ
https://www.miit.gov.cn/gxsj/tjfx/txy/art/2022/art_558d4b4172004a65a063d54635a38576.html
http://www.cinic.org.cn/hy/tx/1388195.html?from=singlemessage
https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/txy/art/2021/art_710b90df3c01495bb0429fa9ee781cdd.html
https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/txy/art/2021/art_8b833589fa294a97b4cfae32872b0137.html
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 5G普及率が40％程度にとどまると予測される理由
• 2022年に出荷された5G端末の平均価格は3400元で、国産ブランドに限ると平均2300元。前年と比較すると平均価格は300元の減
少にとどまっており、低価格が進んでいない。

• 端末メーカーは2023年も引き続き中高価格端末に注力すると予想されている。

5G普及の予測
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• 2023年の5G契約数は、政府目標である40％の普及率と5.6億の実利用者数を少し上回る見込み。
• 5G端末の低価格化、料金の値下げ、利用者を魅了する5Gサービスがない限り、5G契約者が急増する可能性は低い

出所：国家統計局、CAICT「中国5G発展と経済社会影響に関する白書」（2022年）、テンセント「スマホ消費に
関するトレンド調査」、Zhihu、Sina、QuestMobile 、 「5G応用揚帆行動計画（2021-2023年）」など

• 5G月額料金は中高価格層向けに設定されており、低価格層の消費力では手
が届かない。中高価格層が全て5Gに移行した場合でも、普及率が43.1％にと
どまる見通し。低価格層への普及には1500元以下の端末とよりコスパのよい
料金プランが必要になる。

33.70%

43.10%
23.20%

国内スマホ価格帯別市場分布（2022年6月時点）

1 2 3

月額通信費
約50-200元

月額通信費
約30-50元

■最安5Gプラン
中国広電88元、データ容量30GB (販促価格53元)
MNO大手3社の最安プランは130元位

• 5Gの特性を生かしたサービスが導入されておらず、家計における通信費の割
合を上げるまで、5Gへ移行するインセンティブがない。

※一人当たりの月間通信費は約134元（モバイル通信40.3元＊¹＋端末93.6元＊2）、月間
支出の5%に当たる
＊¹一人当たり月間支出1959元、一人当たり通信費割合2.1%（政府統計）より算出
＊² 端末購入平均予算3182元（テンセント調査）、平均端末利用期間34カ月（IDC調査）
から算出

http://www.stats.gov.cn/tjsj/zxfb/202207/t20220715_1886419.html
http://www.caict.ac.cn/kxyj/qwfb/bps/202301/P020230107836826955809.pdf
https://zhuanlan.zhihu.com/p/342334835
https://zhuanlan.zhihu.com/p/401301256
https://news.sina.com.cn/c/2003-11-18/07411140096s.shtml
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1742028438058744278&wfr=spider&for=pc
https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/txy/art/2021/art_8b833589fa294a97b4cfae32872b0137.html
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第4事業者中国広電の5Gネットワーク
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• 「5G＋ブロードバンド＋テレビ＋音声通話＋コンテンツ放送」の融合サービスで通信市場シェアを拡大する目標
• 2023年は、5G VoNRの商用化と5G NRによるコンテンツ放送サービスを開始する可能性が高い
• 鉱業、高齢者サービス、教育、行政、緊急放送の分野でのDXソリューションの普及に注力

出所：証券時報、中国広電の第14次5カ年計画、中国広電、NRTA、DVBCN、テンセントニュース

「スマート広電戦略」 中国広電の5Gネットワーク
 5Gカバレッジ

• 700MHz帯の48万局の5G基地局で全国の都市部と経済が
発展している農村部をエリア化済み（中国移動の2.6GHzの基地
局も利用）

 5Gサービス
• データ利用とコンテンツ視聴を誘導する料金プランの強化
①日割り・月割りのデータ追加パッケージ
②TVアプリ・コンテンツサービス向けのデータ無料・専用プラン

• 2023年に700MHzに基づく5G VoNRの商用化を目指す

 2023年目標
• 5Gとコンテンツサービスの大規模商用、テレビとブロードバン
ドサービスの市場シェアを獲得

• コンテンツ放送を中心に、「5G＋テレビ＋ブロードバンド＋音声
通話＋コンテンツ放送」の融合サービスを提供

 法人向けサービス
• プライベート5Gに基づくDXソリューションを普及

2023年の重要分野は鉱業、高齢者サービス、教育、行政
サービス、産業用インターネット、緊急放送
※すでに実装された分野：スマート港運輸・物流・文化・旅行・自然資
源観測・デジタル農村

▼5G NRのテストアプリ• 5G NRで放送するテレビ番組・コンテンツ
の作成や動画アプリへのチャンネル設置を
各地の広電が中心となり拡大中
2023年に地域ごとに放送サービスの
商用化を進める予定

https://baijiahao.baidu.com/s?id=1750010976630290881&wfr=spider&for=pc
https://www.tvoao.com/a/205710.aspx
https://mp.weixin.qq.com/s?__biz=MzIxMzcyMzgzOQ==&chksm=97b0d5d8a0c75cce7f9538e30259d6f62720fd9cfb378b93311f1f19d27dcbe8f409b7c10c53&idx=1&mid=2247494152&sn=177acb658513ce3ff51e340d068ff25a
http://www.nrta.gov.cn/art/2022/12/8/art_113_62979.html
https://mp.weixin.qq.com/s?__biz=MzUzNzI4MzQ4Ng==&mid=2247519761&idx=1&sn=ddcffa04ab00ca949351b6a857bde324&scene=21#wechat_redirect
https://new.qq.com/rain/a/20220709A01JXJ00
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MNO大手3社の取り組み
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• 2023年は5Gインフラの構築及びユースケース開発を継続的に行う。主要な開発分野はメタバース（次スライドをご参照）
と演算力ネットワーク＊に集中。中国電信は特にクラウドセキュリティ、量子、AIの研究開発に注力

• 法人分野では、DXプラットフォームとクラウド事業にさらに注力

出所：2022年第3四半期業績説明会（中国移動、中国電信、中国聯通）、中国移動2022年グローバルパートナーカンファレンス、中国聯通2022年パートナーカンファレンス

5G・
ブロードバンド

関連
5Gのスポーツ・エンタメイベントの

コンテンツ開発を強化

• スマートホーム、デジタル農村にブロードバンドの
展開を強化

• 共同構築・利用を強化し、5Gインフラ構築へ
の資本投資を2025年までに売上高の20％
以下に削減

• 累計34万局以上の900MHz基地局を開通、
5G/4Gの共同構築・利用を強化

• 1000以上の5G-All-Connected工場を構築

5Gとクラウドを
融合したDX
プラットフォーム

DXワンストップ・プラットフォームを
各産業分野で横展開 クラウド事業の強みを生かしたDXプラットフォームの開発

その他 演算力ネットワークをインフラに組み込む クラウドセキュリティ、量子、AIの研究開発 デジタル農村とスマート住宅地に注力

*演算力ネットワーク：高速・大容量のネットワークをベースに、データセンター・クラウドコンピューティング・ビッグデータを融合したサービスである。

https://mp.weixin.qq.com/s/qoLqo3UHX7EUFpFste45Ng
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1751053125321553161&wfr=spider&for=pc
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1750874888842219527&wfr=spider&for=pc
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1751929871402091122&wfr=spider&for=pc
https://news.cri.cn/n/20221221/cf133607-8bcd-79a6-d42b-6d13aa7ecc75.html
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5Gサービス メタバース
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• MNO大手3社はメタバースを5Gサービスの注力分野と位置づけ
• 中国移動、中国聯通はメタバースの開発をワンストップで作成できるプラットフォームを提供する見込み
• メタバースのコンテンツ・サービス、産業用メタバースソリューションが登場した場合は5Gへの切り替えを促す見込み

出所：C114、cctime、中国聯通メタバース白書原文、中国聯通メタバース白書の紹介記事

中国移動のメタバース戦略 中国聯通のメタバース戦略

 メタバースのイノベーション産業アライアンスを設立（2022年12月）
• 産業パートナーとの協力を通じて
① 5G/6G通信、ビッグデータ解析、クラウド・コンピューティング、
AI、XR、3D、デジタルヒューマンやコンテンツなどを研究・開発
② クラウドとネットワークを融合し、AI/XR/3Dコンテンツ、
デジタルヒューマン、バーチャル空間を創出できるワンストップの
開発プラットフォームを提供
③ 産業用メタバースの開発とVR技術の利活用に注力

 想定サービス
• コンシューマー向け：メタバース空間の創出、メタバース関連
コンテンツの制作、デジタルヒューマンの利活用

• 法人向け：行政サービス、工業、農業、軍事などのDX促進、
XR教育、XRテレワーク、スマートシティなど

 メタバースのゴール
• 人・マシン・モノの間の永久的な接続とリアルな反応

 施策概要
• 演算力ネットワークに基づくメタバースコンテンツ・サービス、法人
向けの産業用メタバースソリューションを開発

• ユースケースの開発をサポートするAI、ブロックチェーン、インタラ
クション技術、デジタルヒューマンの作成などをワンストップのプ
ラットフォームで提供

 コンシューマー向けのメタバース空間の創出
• 2022年12月にメタバース空間
「M-ZoneコンステレーションM」
を商用化

• 自社ビデオアプリ、クラウドゲーミ
ング、AR/VR分野のメタバース
サービスを開発中

（FIFAワールドカップを中継、音楽フェスを開催）

https://www.c114.com.cn/news/118/a1217218.html
http://www.cctime.com/html/2022-11-30/1637013.htm
https://docs.qq.com/pdf/DV1F6YnhRdE5JYnRH?
https://mp.weixin.qq.com/s/ecteHchg8adCUgzSXmuY8A
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ミリ波の開発
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• 政府のミリ波割当計画が明らかでなく、5Gミリ波ネットワークの商用時期は未定
• 中国聯通は2025年までにミリ波の社会実装を手掛け、プライベート5Gに活用する可能性が高い
• ミリ波の関連設備・端末・中核チップ・モジュールは国産がメインになる

出所：C114（5Gミリ波の開発計画）、光明網、Sohu、テンセントニュース、NetEaseなど

これまでのミリ波開発状況 中国聯通のミリ波開発計画

 中国聯通
• 2022年2月の北京冬季オリンピックで実験用の5Gミリ波を活用
（アスリートの競技体験（練習用）、8Kのビデオ伝送、5Gフル
ビューと自由視点の中継、5G＋XRのスマートスキー会場等）

※中国移動と中国電信は、詳細な開発計画を打ち出していないが、
積極的にミリ波の研究開発を行っている

 ミリ波はプライベート5Gに活用する可能性が高い
• 2022年11月、民間企業に全国初のプライベート5G専用ミリ波の周
波数割当て（5G工場に24.75-25.14GHz）が行われ、2023年
に割当が増える可能性がある
※5Gミリ波の開発に向けて割り当てられている実験用の周波数は
24.75-27.5GHzと37-42.5GHz

2023年 想定ユースケースのミリ波ネットワークの構築実験
（中核技術の強化と関連商品の開発）

2024年 3GPP R18などの中核技術に関する実験検証
（国産ミリ波設備、端末、中核チップ・モジュールの研究・開発）

2025年5Gミリ波の社会実装のイノベーション
コンシューマー向け：無線通信、ビッグデータ、AI/XRサービス

法人向けのプライベート5G：工業、セキュリティ防犯、行政・法人DX

https://www.c114.com.cn/news/119/a1219698.html
https://m.gmw.cn/baijia/2021-09/24/1302596807.html
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6G技術開発の動向
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• 2023年は引き続き中核技術の開発と技術レベルの引き上げに注力
• 政府主導の6G推進グループが次に注力する技術分野はロー、ミドル、ハイバンドの周波数の効率的な利用、衛星と
地上通信の一体化、6GとAI技術の融合

出所：国務院HP 、C114、通信世界網、人民郵電報など

 政府の6G推進方針
• 2025年までの6G推進は技術開発と国際標準化に集中する見通しであり、テラヘルツ波通信、通信とセンシングとの統合、通信とAIの
統合が重要な研究分野となる

 IMT-2030(6G)推進グループの注力活動
• 研究開発が先行している中核技術：テラヘルツ波通信、通信
とセンシングの一体化、RIS＊、分散型の自律ネットワーク、
演算力ネットワーク

• 今後の主な注力活動
①ロー、ミドル、ハイバンドの周波数の効率的な利用、
衛星と地上通信の一体化、6GとAI技術の融合

②中核技術の端末、モジュール、演算力ネットワークの開発
③6G関連の国際連携の強化：2023年末までに世界中の
研究機関、6G団体などに向けて6G標準化に取り入れる中核
技術を募集、技術の共同開発とインキュベーションも支援

第一段階（2022-2024年）中核技術の実験段階

第二段階（2025-2026年）技術ソリューションの検証段階
（代表的なユースケースとハードウェアの開発）

第三段階（2027-2030年）6Gネットワーク構築の実験段階
（プレ商用設備の開発と技術・製品の検証と改善）

6G
技
術
開
発
の
段
階

＊RISとは、Reconfigurable Intelligent Surfaces技術の略称であり、電波の電気的特
性を変化させる特殊素材を使用した反射板を用いて、従来障害物等で電波が届かなかったと
ころにも電波を届かせる技術である。

https://www.c114.com.cn/news/119/a1215193.html
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1750118557948337728&wfr=spider&for=pc
https://www.cnii.com.cn/gxxww/rmydb/202211/t20221130_431930.html
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情報通信政策 ブロードバンドの普及・ユニバーサルサービス制度
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• ギガ光回線は4億世帯をカバー（中国全土の世帯数4.9億世帯）しているが 、利用者が8707万世帯に留まる。2023年は都市部
のギガ光回線の利用者数増加に取り組む

• 5Gは地方でのエリア拡大と、ユニバーサルサービス補助を活用し、農業生産、遠隔医療、オンライン教育分野に注力する

 ブロードバンド・ネットワークの構築状況（2022年11月末）
• ルーラルエリア以外の地域：ブロードバンド１）は全域カバー
ギガ光回線は4億世帯をカバー（都市部家庭を100％カ
バー）利用者数が8707万世帯に留まる（原因→料金が
割高、ギガレベルの通信速度を要するユースケースが欠如）

• ルーラルエリア
ブロードバンドと4Gネットワークのカバレッジは99％
2025年までにインターネット（モバイルインターネットを含
む）の人口普及率を60%にする目標

 ユニバーサルサービス制度（2022年1月）
• 「電気通信ユニバーサルサービスの補助金管理規定」
2025年までに補助金制度を実施し、プロジェクトのコストの

30％を上限に補助
補助対象：行政村2)、国境・離島地域における光回線、

4G/5Gのネットワーク構築・運営・メンテナンス
出所：工業・情報化部「情報通信産業の第14次5カ年発展計画」（2021年11月）、「電気通信ユニバーサルサービスの補助金管理弁法」（2022年1月）、工業・情報化部、通信世界網、京報網

項目 2025年までの目標

光回線 • ルーラルエリアと遠隔地：必要の場合のみ、光回線を構築
（基本はブロードバンドと移動通信でカバー）

移動通信 • 5Gカバレッジの拡大：ローバンド5Gの構築率＊を80％に
• 5Gの普及分野：農業生産、遠隔医療、オンライン教育

NB-IoT 農業生産地域での普及
衛星通信 国境離島地域のネットワークを補足

ルーラルエリアにおけるユニバーサルサービス

5GNWを有する地域の総数（全域カバーではなくてもよい）＊構築率＝
ルーラルエリアと遠隔地の総数

注１）中国のブロードバンドは基本光ファイバーによる通信になるが、最大通信速度が
100Mbpsと1Gbpsのものに分かれている。1Gbpsのものは「ギガ光回線」と呼ばれる。
注２）行政村：中国の農村部の不採算地域。

https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/tz/art/2021/art_3a0b0c726bd94b7d9b5092770d581c73.html
http://www.mof.gov.cn/gkml/caizhengwengao/wg2022/wg202205/202207/P020220729594676309322.docx
https://www.miit.gov.cn/gxsj/tjfx/txy/art/2022/art_558d4b4172004a65a063d54635a38576.html
http://www.cww.net.cn/article?id=567037
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1752800482999634775&wfr=spider&for=pc
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情報通信政策 新型情報通信インフラ

12

• 2023年はダブルギガネットワーク（5G、ギガ光回線）、新型データセンターに関する発展計画の最終年度であり、
新型インフラの構築目標達成に向けた取り組みが注目される

• 新型データセンターでは、クラウド・コンピューティングの質の向上と環境配慮型の発展が求められる

 2022年までの成果
• ダブルギガネットワークの構築計画で定めたギガ光回線のカバレッジ・利用者指標、5Gのカバレッジの目標値は達成
• 2022年7月末時点の5Gカバレッジ：人口カバー率が都市部100%、農村部96%に達した

 2023年までの他の目標（2022年時点で未達成）
• 新型データセンター：インフラの増設及び利用率・性能の引き上げ、エネルギー利用とデータ伝送遅延の削減
データセンターの設備増加年率は20％、利用率は60%を超える
コンピューティング能力は200EFLOPS＊以上、うち高性能の部分は10％超（＊EFLOPS: 1秒間に1018回以上の浮動小数点演算）
国レベルのハブノードを構築し、エンドツーエンドの遅延が20ms以内に

• 新型インフラの環境配慮指標（2025年まで）
新築5G基地局のインフラシェアリング率を80%以上に、エネルギー効率を2020年比で20％増加
電気通信のエネルギー消費量を2020年比で15％削減

出所：工業・情報化部「ダブルギガネットワークの発展計画（2021-2023年）」、「新型データセンターの発展計画（2021-2023年）」、「環境配慮型の情報通信業発展計画（2022-2025年）」、
工業・情報化部、通信世界網

http://www.gov.cn/zhengce/zhengceku/2021-03/25/content_5595693.htm
http://www.gov.cn/zhengce/zhengceku/2021-07/14/content_5624964.htm
http://www.gov.cn/zhengce/zhengceku/2022-08/26/content_5706914.htm
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1752721106570128595&wfr=spider&for=pc
http://www.cww.net.cn/article?id=567037
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情報通信政策 データセキュリティとデータ利活用
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• 工業・情報化部は情報通信サービスを提供する企業と工業企業を対象に、データセキュリティ規制を一層強化
• 生産・経営で生成・収集したデータの処理が監視され、場合によってデータ廃棄が命じられる可能性もある
• データの利活用に関する基礎制度の構築において、特にデータの経済利益分配へ政府が介入する可能性がある

出所：工業・情報化部「工業・情報化分野のデータセキュリティ管理規定」（2022年12月）、国務院「データ基礎制度の構築とデータ利活用に関する意見」（2022年12月）、Sohu

データ利活用制度の構築工業・情報化分野のデータセキュリティ規制強化

 工業・情報化分野のビジネスを展開する企業を対象にデータの
処理及びデータセキュリティの監査規則を定めた

 規制対象となる企業
①工業企業、ソフトウェア及び情報技術サービスのプロバイダー
②電気通信業のライセンスを取得した電気通信業者
③無線周波数とステーションを利用する企業

 規制対象となるデータ
①工業の各分野における研究開発・設計、生産製造、経営管理、運用
メンテナンス、プラットフォーム運営で生成・収集したデータ
②電気通信業の経営活動で生成・収集したデータ
③ラジオなどの無線通信活動で生成・収集した周波数や無線パラメータ
に関するデータ

 2022年12月、国務院はデータの利活用を促進させる基礎制
度の構築に関する政策を公表し、下記制度の構築を急ぐ模様

項目 概要
データの

財産権制度
• データのポータビリティ権、使用権、経営収益権
• 個人・企業・公共データの分類

データの移転と
取引制度

• データ取引所の構築、取引の業者と仲介業者の育成
• データ移転の基礎インフラと越境移転の規則

データの
収益分配制度

• データ価値の評価基準の形成
• 政府が介入したデータの経済利益分配（共同富裕）

データセキュリティの
ガバナンス制度

• 政府・企業・社会が協働したガバナンス体制の形成
• データの財産権保護と取引市場に関する法制の構築

https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/tz/art/2022/art_e0f06662e37140808d43d7735e9d9fd3.html
https://www.miit.gov.cn/xwdt/szyw/art/2022/art_a7fc188b4e37430b9de3e821f3587931.html
https://www.sohu.com/a/620093752_121049079
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 これまでのプラットフォーム規制の経緯

 規制緩和期（2023年1月から）雇用問題の緩和と経済成長を目指すためにプラットフォーム経済を奨励
• 2021年末迄に、中国のギグワーカー人口は2億人を超え、プラットフォームの巨大化は一定程度雇用問題の緩和に寄与した
• 政府は経済成長を目指しながら、新型コロナの影響で深刻化した雇用問題を緩和するために、2023年の経済政策において、改めて
プラットフォーム経済、特にEコマース、ライブコマース、デリバリーなどの業界発展を奨励（中央経済工作会議、2022/12/15）

プラットフォーム規制

14

• デジタルプラットフォーム、ビッグデータ活用、アルゴリズムについて、独占禁止法と不正競争防止法にて制度化
• 2023年の経済政策では、プラットフォーム関連の制度が整ったことで、プラットフォーム経済の発展を奨励する見込み

出所：Sina Finance、The Paper、King＆Wood Mallesons、テンセントニュースなど

規制強化期（2021年3-7月）

規制続行期
（2021年8月-2022年3月）

緩和の兆し（2022年3-12月）

• 独占行為及び不正競争行為を理由に大手プラットフォーム企業に高額な罰金を課す
• 新規海外上場のプラットフォーム企業が中国データ法制に基づく行政審査を受け、上場廃止

• デジタル・プラットフォームを対象に、独占禁止と不正競争防止を続行
• デジタル・プラットフォーム関連の法改正と行政規定を続々と施行

• 政治局会議で「プラットフォーム経済の健康的な発展」を支援
• プラットフォーム経済・民営経済を支援、デジタル企業の国内外上場を奨励

http://stock.finance.sina.com.cn/stock/go.php/vReport_Show/kind/macro/rptid/721289284527/index.phtml
https://www.thepaper.cn/newsDetail_forward_21223822
https://www.kwm.com/cn/zh/insights/latest-thinking/strengthening-supervision-and-regulating-unfair-competition-in-digital-economy-interpretation-of-china-anti-unfair-competition-law-draft-for-comments.html
https://view.inews.qq.com/a/20221214A0145A00?refer=wx_hot
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メタバース規制
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• メタバースがデジタル経済を後押しする重要な分野として位置づけられ、産業用メタバースが2023年の注力分野に
• 2023年はメタバースに関する政府レベルの規制ガイドラインや業界の自主規制が増える見通し

 メタバースの位置づけと関連規制の欠如
• 政府はデジタル経済の重要分野として位置づけ、国民のデジタル生活（社交、ショッピング、エンタメ、展示など）へのAI、VR/ARなどの普
及や、文化関連のNFT・デジタルヒューマンの開発を奨励

• 工業・情報化部は、産業用メタバースがコンシューマーに先行して収益性をもたらす政策を打ち出し
スマート製造のアップグレードを実現するために、メタバースプラットフォームの開発を急ぐ

• メタバースの法的リスクは分野を横断する問題が絡んでいるため、短期間内に制定することが困難
そのため、メタバース業界のコンプライアンスを規定するガイドラインや業界自主規制が期待されている

出所：Itmedia、The Paper、国務院「国家文化のデジタル化戦略に関する意見」（2022年5月） 、 「産業用メタバースの発展計画（2022-2025年）」（2022年11月）、
「VR産業の発展に向けた行動計画（2022-2026年）」（2022年11月）、零壱財経など

https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2210/13/news036.html
https://m.thepaper.cn/baijiahao_20421145
http://www.gov.cn/zhengce/2022-05/22/content_5691759.htm
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1749016549368898183&wfr=spider&for=pc
https://www.miit.gov.cn/zwgk/zcwj/wjfb/tz/art/2022/art_775aaa3f77264817a5b41421a8b2ce22.html
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1748968631823763640&wfr=spider&for=pc
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本レポートに関するお問い合わせは以下よりお願いいたします
https://www.kddi-research.jp/inquiry.html
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